






































































































































































































































































































































































































































































（20） 日本医師会［2004］，『営利企業による医療の支配 医療法人の議決権取得 』http://www8.
cao.go.jp/kisei-kaikaku/old/minutes/commission/2004/02/item04.pdf［参照2013.9.26］。
（21） 政策会議［2013］，『第 10回社会保障制度改革国民会議』http://www.kantei.go.jp/jp/singi/
kokuminkaigi/dai10/siryou1.pdf［参照2013.9.26］。
（22） パラダイムシフトとは，ある時代や分野において，支配的規範となる「物の見方や捉え方，認識，
思想，社会全体の価値観」などが劇的または革命的に変化すること。
（23） 政策会議［2013］，『第10回社会保障制度改革国民会議』前掲資料。
（24） 日本医療機能評価機構は，国民の健康と福祉の向上に寄与することを目的とし，中立的・科学的な
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第三者機関として医療の質の向上と信頼できる医療の確保に関する事業を行う公益財団法人である。
（25） 公益財団法人日本医療機能評価機構［2013］，http://jcqhc.or.jp/［参照2013.9.26］。
（26） 公益財団法人日本医療機能評価機構［2013］，『病院機能評価結果の情報提供』http://www.re
port.jcqhc.or.jp/index.php［参照2013.9.26］。
（27） A.Donabedian［1966］，・EvaluatingtheQualityofMedicalCare,・MilbankMemorialFund
Quarterly/HealthandSociety,44,p.166203,1966.
（28） 井部俊子・中西睦子監修［2013］，『看護マネジメント論』，日本看護協会出版会。
（29） 池袋昌子［2010］,「Ver.6.0受審のその先にあるもの 医療機関の社会的責任」『看護』Vol.62,
No.5,4953頁。
（30） ICC:Infectioncontrolcommittee
（31） ICT:Infectioncontrolteam
（32） 同書，4953頁。
（33） 看護記録は，看護師の思考と行為を示す貴重な資料となり，看護の対象との情報の共有化，看護の
継続性・一貫性の保証，看護活動の評価や（看護活動の）向上・開発のための役割を担う。さらに，
看護記録を含む診療記録などの開示，病院監査，医療訴訟という観点からも，社会から看護記録への
関心や期待が高まっている。
（34） 病院機能評価の統合版評価項目（Ver.6）では，各部門における体制・規程の整備と組織的活動の
評価として，中項目で137項目，小項目で352項目が設定されている。
（35） 池袋昌子［2010］，「Ver.6.0受審のその先にあるもの 医療機関の社会的責任」『看護』，前掲書。
（36） 3rdGとは，「第3世代」の意味を表す。評価項目が進化し，2013年4月より新たな機能種別に基
づいて評価が行われ，第3世代であることを示している。
（37） 日本医療機能評価機構［2011］，『クォリティ・インディケータ・フォーラム』http://jcqhc.or.jp/
pdf/event/hashimotosensei.pdf［参照2013.9.26］。
（38） 日本医療機能評価機構［2013］，『病院機能評価が影響する診療報酬や施設基準について』http://
jcqhc.or.jp/works/evaluation/effect.html［参照2013.9.26］。
（39） 日本看護協会［2012］，「看護職のワーク・ライフ・バランス」『協会ニュース』http://www.
nurse.or.jp/home/opinion/news/pdf/wlb-011.pdf［参照2013.9.26］。
（40） 日本看護協会［2013］，『看護職の夜勤・交代制勤務に関するガイドライン』メヂカルフレンド社。
（41） 鷹野和美［2008］，『チーム医療論』医歯薬出版。
（42） 池袋昌子［2011］，『チーム医療を基盤にした地域医療連携システム』埼玉大学大学院経済科学研究
科博士学位論文，3141頁。
（43） アンブレラ・ユニットとは，アンブレラの各パーツや機能を，チーム医療の役割・機能として提案
した新たな概念モデルである。
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